
2019年（令和元年）7月21日　　（2）第243号 あ か し 市 議 会 だ よ り

一般質問・質疑
　
６
月
14
日
、
17
日
、
18

日
の
本
会
議
で
は
、
16
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

市
役
所
新
庁
舎
整
備
や
難

聴
児
支
援
、
ひ
き
こ
も
り

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
発
言
者
と
質
問

項
目
の
一
覧
は
下
段
に
、

主
な
内
容
は
２
面
か
ら
５

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①泉市政の３期目　②全国豊かな海づく
り大会　③播磨臨海地域道路
尾　倉　あき子（公明党）
①食品ロスの削減の推進に関する法律の
成立に伴う、本市の取り組み　②高齢者・
障がい者にやさしいまちとして、市東部
へのたこバスの早期導入　③明石港西外
港地区整備における防災・減災対策
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①保育所待機児童ゼロ対策　②ハラスメ
ント防止対策
森　　　勝　子（維新の会・代表質問）
①市役所新庁舎  ②西明石地区の活性化
出　雲　晶　三（未来明石）
①市役所新庁舎整備　②下水道事業　
③明石川に架かるJR橋梁の改修　④明石
市自治基本条例の関連条例
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①あかし里親100％プロジェクト　②市
内公園管理　③市内交通状況改善　④広
報あかし
国　出　拓　志（公明党）
①待機児童解消に向けて　②図書館の整
備　③市長への意見箱の回答　④各種保
険証の送付方法
北　川　貴　則（維新の会）
①「日本一安全なまち明石」実現のため
の危機管理　②福祉の充実　③健全財政
と人口増策　④（仮称）いじめ・いやが
らせ・虐待・パワハラ・体罰防止条例の
制定　⑤観光振興と明石港の砂利揚げ場
⑥市長の給与と退職金
丸　谷　聡　子（未来明石）
①ひきこもりの実態把握と支援策　②子
どもの虐待通報への対応　③第６次長期
総合計画の策定
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①まちを元気にする産業振興　②明石市
西部地区のまちづくり　③近隣都市との
広域連携
松　井　久美子（公明党）
①明石市の女性の活躍推進　②明石駅前
の(仮称)ユニバーサルツーリズムセンター　
③パスポートの申請は明石市役所で　
佐々木　　　敏（公明党）
①人の心を豊かにする条例の制定　②よ
り一層、人にやさしいまちへ　③不審者
対策用のインターホンの貸出
梅　田　宏　希（公明党）
①難聴児支援　②児童生徒の交通安全対
策　③教育の情報化　④大久保北部の買
い物困難者対策
楠　本　美　紀（日本共産党）
①軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事
業　②ひきこもり対策　③保育所の安全
対策　④国民健康保険　⑤南畑踏切と駅
のバリアフリー化
家根谷　敦　子（スマイル会）
①豊かな海づくり　②（仮称）読書バリ
アフリー法
辻　本　達　也（日本共産党）
①JT跡地北側に隣接する民有地　②通学路
等の安全対策　③教育行政　④特別職によ
るハラスメントへの対策　⑤市長の給与等

問�　
泉
市
政
の
３
期
目
へ
の

思
い
と
方
針
を
聞
く
。

答�　
本
市
で
は
、
人
口
が
６

年
連
続
、
出
生
数
は
４
年

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

出
生
率
は
国
、
県
の
平
均

を
大
き
く
上
回
り
１
・
64

と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２

５
年
に
は
国

が
目
標
と
す

る
１
・
８
を

達
成
し
た
い
。

　

�

ま
た
、
明
石

駅
前
を
訪
れ

る
人
は
、
再

開
発
前
に
比

べ
７
割
増
え
、

　

�

目
標
値
の
２

倍
の
新
店
舗

が
出
店
し
た

ほ
か
、
新
築
戸
数
も
４
割

増
え
る
な
ど
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　

�

そ
の
結
果
、税
収
も
伸
び
、

　

�

市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
基

金
は
、
平
成
30
年
度
末
決

算
で
14
年
ぶ
り
に
１
１
０

億
円
を
超
え
、
約
１
１
５

億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
さ
ら
に
積
極
的
な
施

策
に
取
り
組
み
、
ま
ち
の

好
循
環
を
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。

　

�　
今
後
も
「
こ
ど
も
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
「
誰
に
も
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
高

齢
者
施
策
の
充
実
を
は
じ

め
、
市
内
全
域
が
に
ぎ
わ

問�　
市
民
か
ら
新
庁
舎
整
備

検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

　

�

不
透
明
で
市
民
の
声
が
届

い
て
い
な
い
と
の
話
を
聞

く
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
、
西
明
石
地
区
が
建

設
候
補
地
か
ら
外
れ
た
経

緯
を
聞
く
。

答�　
新
庁
舎
の
建
設
に
係
る

立
地
や
整
備
場
所
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
利
便
性
を

考
え
、
明
石
、
西
明
石
、

大
久
保
の
３
駅
を
中

心
と
し
た
徒
歩
圏
内

エ
リ
ア
を
候
補
地
と

し
、
市
有
地
を
中
心

に
必
要
面
積
が
確
保

で
き
る
土
地
を
検
討

し
て
き
た
。そ
の
後
、

　

�

防
災
面
の
リ
ス
ク
や

財
政
負
担
な
ど
を
考

慮
し
、
有
識
者
会
議

で
の
意
見
も
踏
ま
え
、

　

�

①
現
在
地
、
②
明
石
駅
周

辺
、
③
Ｊ
Ｔ
跡
地
、
④
明

石
駅
周
辺
と
Ｊ
Ｔ
跡
地
の

分
散
配
置
の
４
案
に
絞
ら

れ
た
。

　

�　
西
明
石
地
区
に
つ
い
て

は
、
建
設
候
補
地
で
あ
る

上
ケ
池
公
園
と
卸
売
市
場

は
、
い
ず
れ
も
必
要
な
都

市
施
設
と
し
て
機
能
し
て

お
り
、
新
庁
舎
の
整
備
場

所
と
し
て
現
実
的
で
は
な

い
こ
と
を
特
別
委
員
会
に

報
告
し
、
候
補
か
ら
外
す

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

�　
今
後
、
各
候
補
地
の
概

算
事
業
費
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
具
体
的
な
整
備
案

を
示
し
、
一
定
の
方
向
性

が
出
た
段
階
で
市
民
参
画

の
手
続
き
を
と
り
た
い
。

う
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
ソ

フ
ト
施
策
に
加
え
、
ハ
ー

ト
フ
ル
ハ
ー
ド
整
備
と
し

て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
都
市
基
盤
の
整
備
も

推
進
し
、
市
民
に
安
心
を

提
供
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
安
心
都
市
・
明
石
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

期
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
公
費
助
成

の
実
施
を
検
討
す
る
。

　

�　
ま
た
、
本
市
で
は
人
工

内
耳
の
交
換
費
用
が
医
療

保
険
等
の
給

付
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
、

　

�

装
用
後
５
年

を
超
え
る
人

に
対
し
て
費

用
を
助
成
し

て
い
る
。
誰

一
人
取
り
残

さ
な
い
、
す

べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
ま

人
数
と
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

答�　
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る

と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

ひ
き
こ
も
り
は
、
全
国
で

推
計
約
61
万
人
に
上
り
、

本
市
で
は
約
１
５
０
０
人

と
推
測
さ
れ
る
。昨
年
度
、

　

�

保
健
所
や
地
域
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
相
談
が
延
べ

１
１
７
６
件
あ
っ
た
。

　

�　
本
人
や
家
族
が
、
周
囲

に
な
か
な
か
相
談
で
き
ず

孤
立
し
て
し
ま
う
状
況
も

あ
る
た
め
、
早
い
段
階
で

っ
て
い
な
い
が
、
市
内
全

て
の
出
産
可
能
医
療
機
関

で
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

妊
娠
届
出
時
に
行
う
全
妊

婦
の
面
接
時
に
は
検
査
の

必
要
性
を
説
明
し
、
新
生

児
訪
問
時
に
ま
だ
受
診
し

て
い
な
い
子
ど
も
の
保
護

者
に
は
保
健
師
等
が
受
診

を
勧
め
、
97
・
５
％
が
検

査
を
受
け
て
い
る
。
聴
覚

障
害
は
早
期
に
発
見
し
適

切
な
支
援
を
行
え
ば
音
声

言
語
発
達
の
影
響
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

全
て
の
子
ど
も
が
検
査
を

受
け
、
適
切
な
支
援
を
早

問�　
国
は
、
社
会
参
加
を
回

避
し
、
お
お
む
ね
家
に
６

カ
月
以
上
と
ど
ま
り
続
け

る
状
態
を
ひ
き
こ
も
り
と

し
て
い
る
。
ひ
き
こ
も
り

が
長
期
に
わ
た
り
、
本
人

や
家
族
が
高
齢
化
す
る
ケ

ー
ス
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

�

本
市
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
ひ
き
こ
も
り
の
推
計

ち
づ
く
り
も
掲
げ
る
本
市

と
し
て
は
、
難
聴
児
支
援

の
一
環
と
し
て
維
持
費
に

対
す
る
助
成
の
早
期
導
入

を
目
指
す
。

相
談
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
家
族
の
疲
弊
や
問
題

の
複
雑
化
を
防
ぐ
た
め
、

ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し
た

相
談
を
行
う
「
ひ
き
こ
も

り
専
門
相
談
窓
口
」
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。

　

�　
ひ
き
こ
も
り
は
、
10
代

か
ら
中
高
年
に
至
る
ま
で
、

　

�

年
齢
層
が
幅
広
く
、
抱
え

る
問
題
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
今
後
の
支
援
策
に
つ

な
げ
る
た
め
、保
健
所
を

中
心
に
実
態
把
握
に
努
め
、

　

�

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

泉市政３期目スタート
S
エス・

D
ディー・

G
ジーズ

s未来安心都市・明石へ
高齢者施策とハード整備を推進

新庁舎の整備
利便性や財政負担を考慮
来年度までに方向性決定

ひ
き
こ
も
り

　
相
談
窓
口
を
設
置

家
族
に
も
寄
り
添
う

意気込みを語る市長

子どものために早期の聴覚検査を

老朽化が進む現庁舎

問�　
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
最
重
要
施
策

に
掲
げ
て
い
る
本
市
と
し

て
、
新
生
児
聴
覚
検
査
と

人
工
内
耳
の
維
持
費
に
対

す
る
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答�　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、

先
天
性
聴
覚
障
害
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
国
が
推

奨
し
、
現
在
県
下
23
市
町

が
公
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
は
助
成
を
行

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施

�

公
費
助
成
を
早
期
に
検
討


